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あすなろ幼稚園入園式
　江差小学校に隣接する町立あすなろ幼稚園（青坂榮廣園長）
で、４月 11日に平成 26年度の入園式が行われました。入園式
に出席したのは３歳児の５人、４歳児３人、５歳児２人。少し
緊張した子もいましたが、それぞれ名前を呼ばれると「はい！」
と元気いっぱいでした。

江差町議会だより
■発行・北海道江差町議会
■編集・議会広報特別委員会
〒 043-8560
北海道檜山郡江差町字中歌町 193 番地の 1
 ☎［0139］52-6713（直通）

江差町議会だより

　平成26年３月定例会を、３月11日から13日ま
での会期で開きました。定例会では平成26年度
予算を中心に、条例の制定など提案された23の
議案を審議し、原案どおり可決しました。
　また、４人の議員が一般質問を行い、さまざ
まな観点から町政に問いかけました。
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平成26年度  一般会計予算47億4,781万円
新幹線開業対策や看護師等育成対策など
　　　　　準骨格予算も前年度比4.1％増

賛成 7：反対3

平成26年度江差町全会計の当初予算
会　　計　　名 当初予算額  対前年比（％）

一 般 会 計 ４７億４，７８０万８千円 ４．１０

国 民 健 康 保 険 費 特 別 会 計 １０億５，４３３万１千円 ▲１．７１

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 １億１，７８２万１千円 １１．５８

介 護 保 険 特 別 会 計 ９億７，４３９万１千円 １．４６

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 ２億４，２１１万３千円 ▲６．７５

公設地方卸売市場事業特別会計 ７１万９千円 １６．１６

港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計 ２１１万円 ▲７．８２

奨 学 金 特 別 会 計 ７６２万４千円 １５．０８

（ 企 業 会 計 ） 水 道 事 業 会 計 ６億７，１９１万７千円 ▲６．４６

当 初 予 算 の 総 額 ７８億１，８８３万４千円 １．７２

　江差町の財政運営は、着実に財政健全化が進み、平成 24 年度決算では起債許可基準であ
る18％を下回り16.8％となりました。しかし、全国、全道で比較するとまだまだ高い水準です。
　歳入は町税の増収は見込まれるものの、地方交付税は約５千万円の減などますます効率的
な財政運営が必要な状況となっています。
　今年度は町長選挙の年ということで、骨格予算（最低限必要な予算を盛り込んで編成する
予算のこと）となるところですが、懸案課題の継続的な取り組みや町民生活に影響のある事
業、圏域や近隣自治体と連携して取り組む事業などを当初予算で措置していることから準骨
格予算となっています。
　３月 11 日には、補正予算や町政執行方針、教育行政執行方針の提案、一般質問が、12 日
には各課の予算審議が、13 日には各課の予算審議、議案の採決が行われました。予算議案
の採決では、賛成、反対それぞれ２議員（４議員）が意見を述べ、賛成 7、反対３の賛成多
数で可決しました。また、意見書の採択等も行われ、予定どおり３日間で第１回定例会を終
えました。

１　活力ある産業の振興
２　住民が元気に安心して暮らせる生活環境づくり
３　人と人とのつながりを大切にした地域福祉、まちづくりの推進
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26年度事業
ピックアップ
１　活力ある産業の振興

　2015 年の北海道新幹線開業に向けて広域観光プロ
モーションへの参加、エージェントへの対応により、
町の観光をＰＲします。
　にっぽん丸が５月３日（予定）に江差へ寄港し、乗
客の受入対策やＰＲ活動を行います。

新幹線開業を見据えた観光対策　４００万円
クルーズ客船等受入対策　　　　　６２万円

江
差
駅
前
に
開
店
し
た
「
お
も
て
な
し
プ
ラ
ザ
」

２　住民が元気に安心して暮らせる生活環境づくり

　平成 28 年 5 月までに救急無線のデジタル化が必要
となり整備を進めています。平成 25 年度に実施設計
を終え、今後 2 カ年で無線整備が行われます。
　集会施設の屋根等の修繕が急がれる施設について集
中的に補修対応します。

消防救急デジタル無線整備（行政組合負担金）
１億８０８万円（繰越含む）

集会施設屋根・外壁改修　　　１，１３０万円

屋
根
と
外
壁
の
補
修
が
予
定
さ
れ
て
い
る
対
鴎
館
。

26
年
度
は
北
部
地
区
の
集
会
施
設
の
修
繕
が
中
心
。

３　人と人とのつながりを大切にした地域福祉・まちづくり活動の推進

　道立江差病院や町内の医療機関の看護師確保を図る
ため、看護師養成施設への修学資金の貸付を行います。
　平成 27 年度からの第 6 期計画の策定を行い、団塊
世代がすべて 75 歳以上となる 2025 年を見据えたサー
ビス・給付・保険料の推計や、介護保険制度の改正を
踏まえた計画の策定を行います。

看護師等育成確保対策　　　　　３００万円
第６期江差町高齢者福祉計画
・江差町介護保険事業計画策定　 ６０９万円

江
差
高
等
看
護
学
院
で
の
授
業
風
景
の
よ
う
す

４　その他

　江差中学校の改築工事は、平成 26 年 10 月
に校舎と屋内体育館が完成する予定です。

江差中学校改築整備　９億１９８万円（繰越含む）

　町民野球場のスコアボードを電光掲示板化
する改修工事です。

運動公園町民野球場改修　 ３，０５６万円
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について審議しました！
　限られた財源の中で、どのように財
政運営が行われるか。
　本会議上での予算案への質疑等につ
いて、その一部を要約しご紹介します！

職員・人事

　女性の管理職等登用について

Q　管理職に限らず係長も含めて、町と
　　して積極的な女性の登用について、
　　どのように考えているのか。
A　時代の流れでポジションで男女差を
　　つけて配置することは考えられない。
　　係長や主幹への昇格は男女差全く考
　　慮せず、その能力、適材適所などの
　　観点で配置している。将来ともその
　　ように進めていきたい。

　職員研修について

Q　職員特に管理職の資質
　　向上対策は。
A　検討試案等作って進めていく。管理職の責任、指導
　　の仕方等についても課長会議で全体討議にかけなが
　　ら検討していきたい。
Q　現場に直結した研修の実施について。
A　12 年前から農業や水産の現場研修を行ってきたが１
　　度整理することになっている。現場の視点に立った
　　仕事の取り組みは大事だと認識している。

　檜山造船公社について

Q　檜山造船公社の仕事を町が行っている。是
　　正されたのか。
A　４月から経理関係は全て漁協に委託するかたち
　　で、漁協の組合長及び支所長に確認している。
　　町の水産係で経理関係を持つことはない。

　ふるさと納税について

Q　納税した人に対し特産物を送るなどの特典
　　を付けているところもあるが町の考えは。
A　道内の市町村では特典を付けているとこ
　　ろが３割ある。総務省の調査でも全国的
　　に特典を付けている自治体が多くなって
　　きている。４月以降、特典のあり方等を
　　含め、どう取り組んでいくか前向きに検
　　討していきたい。

　公共財産の有効活用について

Q　遊休地等を売って収入にすることも大事だ
　　が、建物、土地を活用し町外から来たい人
　　のために思い切った案を出すべきと思うが。
A　総合的に町づくりのための町有地活用、大
　　型の公共施設の解体計画等の長期計画等は
　　大きな課題。総合的な検討を加えていきた
　　いと考えている。 予算審議で各課から内容を説明（町民福祉課・ひのき荘のようす）

産 業 振 興 政 策 推 進

財 　 　 産

観光施設見学会に参加（新人研修）
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予算質疑 平成 26 年度事業の内容等

　脳疾患救急搬送特別支援補助について

Q　脳疾患救急搬送特別支援補助の詳しい内容は。
A　病院の経費もかさみ救急搬送を維持してい
　　くのは厳しい状況にある。そのため補助を
　　増額し、基金を活用しながら、今後も安定
　　的に運営できるようにしていきたい。

　除雪サービスについて

Q　何か要望、改善等出されているか。除雪サー
　　ビスの対象にならない方の対策は。
A　内容について満足のいくものになっていな
　　い実態がある。事業の目的は高齢者等の生
　　活道路を確保するもの。内容について検討
　　する余地はあるものの、現状を維持しなが
　　ら何とか続けていきたい。

　給食の外部委託について

Q　外部委託業者の再来年以降の公募や地元の
　　業者の活用についてどう考えているか。
A　外部委託は見直ししていく。不断の努力
　　は大切と思っている。地元の業者で約1,500
　　食を準備するのは厳しい状況だが、でき
　　るだけ管内のものなど近いものを使って
　　いる。

　Wi-Fi（※）の設置について

Q　観光施設等では Wi-Fi は必要と思うが、
　　計画は。
A　町内の観光施設では設置していない。ア
　　クセスポイントを増やすことは利便性等
　　で必要と感じている。今後検討課題とし
　　たい。

※ Wi-Fi とは無線でネットワークに接続する技術
のこと。町内ではコンビニ等でも設置されている。

　ロードヒーティングの分電盤
　について

Q　町が管理するロードヒーティングは何
　　か所か。今後の改修計画は。
A　今回は南が丘の予算を計上している。町が
　　管理しているロードヒーティングは５か
　　所で休止している箇所もあり、融雪剤で対
　　応している。次年度は馬坂線の分電盤も腐
　　食が激しいため、改修費用を予算要求して
　　いきたい。

（上）南が丘のロードヒー
ティング分電盤（右）現在
休止しているいにしえ街道
津花姥神通のロードヒー
ティング分電盤

福祉・健康

学　　校 観　　光

道　　路
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議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質疑は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一
般
質
問

四
議
員
が
町
政
を
問
う

行　政　報　告
「町長行政報告」
☆JR江差線対策協議会の動きについて
　本年５月12日からJR江差線の廃線に伴い、「江差木古内線」
のバス運行が開始されるが、対策協議会で確認された事項を報
告する。
　①２月１日から会長がこれまでの上ノ国町長から木古内町長
に代わり、事務局も同様に木古内町に変更となった。今後木古
内町が代表町としてバス運行の協議が進められていく。
　②JR北海道から受けるバス運行にかかる支援金９億円につい
て、支援金の使途はバス運行にかかる経費となるが、支援金の
受領、管理、執行、バス事業者への補助について、事務の効率
化という観点からも木古内町において一括して管理、執行等を
行い、毎年、会計年度終了後に江差町及び上ノ国町に収支状況
や基金の運用状況等を報告することで２月27日付協定書を締結
した。（取り扱いについて北海道に確認済み）
　関連して、JR江差線廃線にかかるイベントや新たなバス運行
のダイヤなど、３町対策協議会において引き続き協議を重ねてお
り、概要がまとまり次第、町広報等で住民周知を図っていく。

☆寄附採納について
・図書館の図書充実のために現金10万円
　（株）五勝手屋本舗　代表取締役　小笠原　隆　様
・図書館の図書充実のために、図書125冊と専用バインダー及び
小学校図書館の図書充実のために図書107冊
　ＡＳＡ江差朝日新聞専売所　所長　松崎　浩　様

「教育長行政報告」
☆江差町教育委員会と北海道医療大学との包括協
定について
　平成20年度から江差北小学校と江差北中学校における小中一
貫教育の推進に取り組んできたが、この事業を一層推進するた
め、北海道教育委員会の指定事業「中一ギャップ未然防止事
業」の指定（平成22年度）を受けて中一ギャップ問題や不登校
対策として取り組んできた。
　この間、中一ギャップ未然防止事業では、この問題に対する
道内における第一人者である北海道医療大学心理科学部の冨家
直明教授にその指導を受けてきた。冨家教授には年に１～２回
程度来町いただき、本事業に取り組んできた。
　このたび、医療大学の評議会において、包括協定を結ぶこと
が決定した連絡を受けた。協定内容は今後詰めるが、相互の発
展に資するために教育委員会と大学との協定になるものと思う
が、新年度の早い時期に協定締結ができるよう取り進めたい。

第 1回定例会行　政　報　告行　政　報　告
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小
野
寺  

真  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
に
つ
い
て
」

　
　

     

い
じ
め
の
事
実
は
確
認
で
き
な
か
っ
た

教
育
長

3 月定例会　一般質問

　

調
理
員
の
い
じ
め
の
有
無

に
つ
い
て
。
こ
れ
が
今
回
の

背
景
を
解
明
す
る
大
き
な
鍵

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
ま
で
ど
う
い
う
調
査
を

行
っ
て
き
た
の
か
。

　

格
安
価
格
、
違
っ
た
値
段

の
二
重
価
格
は
あ
っ
た
の

か
。
調
査
を
行
っ
た
の
か
。

　

い
じ
め
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
栄
養
士
か

ら
そ
の
よ
う
な
供
述
が
あ
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
員
で

は
な
い
が
調
理
員
に
確
認
し

た
が
、
事
実
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
給
食
組
合
と
し
て

調
査
を
す
る
か
は
確
認
し
て

お
ら
ず
、
再
度
調
査
を
す
る

話
は
聞
い
て
い
な
い
。

　

調
理
員
が
一
方
的
に
「
つ

か
み
金
」
を
栄
養
士
に
渡
し

た
と
い
う
証
言
は
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
栄
養
士
の
証

言
と
は
一
致
し
て
な
い
よ
う

に
思
っ
た
。

　

栄
養
士
の
訴
え
が

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
教
育
委

員
会
事
務
局
と
し
て
、
こ
の

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
、

徹
底
的
に
調
べ
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

　

格
安
価
格
に
つ
い
て
、
価

格
表
だ
と
か
あ
っ
た
の
か
。

　

過
去
、
現
在
、

所
長
に
訴
え
は
あ
る
と
い
う

証
言
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

実
態
と
し
て
難
し
い
部
分
が

あ
り
、
事
務
局
と
し
て
調
査

し
た
限
り
で
は
実
態
に
つ
い

て
あ
っ
た
と
明
言
は
で
き
な

い
。

　

価
格
の
関
係
は
、
調
理
員

に
も
栄
養
士
に
も
何
度
も
聞

い
た
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ

た
。
第
三
者
委
員
会
で
長
時

間
か
け
て
行
っ
て
い
る
た
め

報
告
を
待
ち
た
い
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栄
養
士
は
、
調
理

員
の
い
じ
め
等
で
体
調
を
壊

し
た
と
聞
い
て
い
る
。
上
司

に
報
告
が
あ
っ
た
の
か
、
な

か
っ
た
の
か
。

　

格
安
と
い
わ
れ
る
価
格
表

が
あ
っ
た
の
か
、
な
か
っ
た

の
か
。

　

栄
養
士
の
通

院
等
は
証
言
が
あ
っ
た
や
に

聞
い
て
い
る
。
原
因
が
い
じ

め
か
ど
う
か
は
非
常
に
難
し

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

価
格
表
に
つ
い
て
、
私
は

見
た
こ
と
は
な
い
が
、
米
に

限
定
し
て
言
え
ば
、
安
い
金

額
を
調
理
員
が
栄
養
士
に
支

払
っ
て
い
た
の
は
事
実
。

「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄

養
士
の
弁
済
に
つ
い
て
」

　

調
理
員
と
栄
養
士
の
説
明

が
完
全
に
食
い
違
っ
て
い
る

中
で
、
な
ぜ
弁
済
を
急
い
だ

の
か
。

　

２
，
７
８
３
万
円
の
弁
済

さ
せ
た
根
拠
は
。

　

損
害
額
を
一

刻
も
早
く
回
復
さ
せ
る
こ
と

が
組
合
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し

た
観
点
か
ら
弁
済
を
求
め
た

と
思
っ
て
い
る
。

　

弁
済
の
根
拠
は
、
栄
養
士

は
不
正
な
食
材
を
発
注
し
、

ま
た
不
正
な
食
材
が
記
載
さ

れ
て
い
る
請
求
書
と
知
り
な

が
ら
組
合
会
計
か
ら
支
払
わ

せ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

栄
養
士
に
請
求
し
、
栄
養
士

が
過
失
と
損
害
額
を
当
面
認

め
た
こ
と
か
ら
弁
済
を
求
め

た
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

一
定
の
方
向
性
、
つ

ま
り
合
意
書
に
よ
り
合
意
謝

罪
、
弁
済
さ
せ
て
、
和
解
合

意
だ
と
い
う
筋
書
き
で
急
い

だ
の
で
は
な
い
の
か
。

　

最
終
的
に
和

解
合
意
書
は
和
解
で
は
な

い
。
２
，
８
０
０
万
円
弱
の

お
金
も
す
べ
て
こ
れ
で
終
わ

り
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

債
権
を
保
全
す
る
意
味
も

あ
っ
た
。

　

合
意
書
は
破
棄
と

い
う
こ
と
か
。

　

栄
養
士
の
責
任
等
が
は
っ

き
り
し
な
い
う
ち
に
、
改
め

て
全
額
を
払
わ
せ
た
根
拠

は
。

　

合
意
書
を
破

棄
す
る
考
え
は
毛
頭
な
い
。

あ
く
ま
で
も
過
不
足
が
生
じ

た
場
合
は
も
う
一
度
和
解
合

意
書
を
取
り
な
お
す
。

　

栄
養
士
は
不
要
な
食
材
を

決
裁
を
得
ず
に
自
ら
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
発
注
し
、
請
求
書
に

不
要
な
食
材
が
入
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
な
が
ら
事
務
方

に
渡
し
て
い
た
。
そ
う
し
た

観
点
で
処
置
し
て
き
た
。

「
資
源
ゴ
ミ
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
」

　

町
内
の
資
源
ゴ
ミ
回
収
の

実
態
は
。

　

町
内
会
で
設
置
し
て
い
る

空
き
缶
ボ
ッ
ク
ス
の
補
修
費

に
つ
い
て
、
助
成
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

　

現
状
に
お
い
て
正

確
な
資
源
ゴ
ミ
回
収
の
実
態

に
つ
い
て
把
握
で
き
て
い
な

い
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
向
け

実
態
の
把
握
に
努
め
た
い
。

　

空
き
缶
ボ
ッ
ク
ス
の
現
況

調
査
を
行
い
な
が
ら
、順
次
、

補
修
整
備
を
進
め
、
助
成
措

置
も
含
め
て
前
向
き
に
考
え

た
い
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
、
課
長
が
変
わ
る
た
び
に

振
り
出
し
に
戻
っ
て
い
る
。

こ
の
10
数
年
全
く
変
わ
っ
て

い
な
い
。
基
本
的
な
考
え
を

お
聞
き
し
た
い
。　

南
部
桧

山
衛
生
処
理
組
合
全
体
と
し

て
ど
う
進
め
て
い
く
か
今
後

の
課
題
。

　

産
業
廃
棄
物
の
施

設
に
つ
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
取
り
組
む
余
地
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
や
り
と
り

が
あ
っ
た
の
か
。
町
長
の
考

え
は
。　

具
体
的
な
中
身
は

詰
ま
っ
て
い
な
い
。
基
本
的

に
は
産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
と
い
う
こ
と
が
重

点
に
な
る
。今
後
確
認
す
る
。陣屋町内に設置されているリサイクルボックス

小
野
寺
議
員
は
他
に
「
防
災

対
策
に
つ
い
て
」
を
質
問
し

て
い
ま
す
。

教
育
長

再

教
育
長

再
再教

育
長

再教
育
長

再
再教

育
長

再 町
長

町
長

再
再 環

境
住
宅
課
長

教
育
長



議会だより ８

3 月定例会　一般質問

小
林 

栄
治  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
保
健
予
防
活
動
に
つ
い
て
。
特
定
健
診
な
ど
」

　

      

訪
問
受
診
勧
奨
に
つ
い
て
長
期
的
に
取
り
組
む

町
長

　

特
定
健
診
に
つ
い
て
、
25

年
度
の
動
向
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　

糖
尿
病
の
合
併
症
の
重
症

化
や
発
生
予
防
に
向
け
た
取

り
組
み
が
動
き
出
し
て
い
る

が
、町
の
関
わ
り
と
見
解
は
。

　

第
２
期
計
画
の
平

成
25
年
度
の
受
診
率
見
込
は

34
・
６
％
と
推
計
。
病
院
受

診
時
の
医
療
情
報
の
提
供
や

保
健
師
等
に
よ
る
訪
問
勧
奨

な
ど
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

26
年
度
の
課
題
は
受
診
率
の

低
い
地
域
の
対
策
で
あ
り
、

保
健
師
等
に
よ
る
訪
問
受
診

勧
奨
に
つ
い
て
長
期
的
に
取

組
ん
で
い
く
。

　

糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
道
立
江
差
病

院
の
糖
尿
病
外
来
と
か
か
り

つ
け
医
及
び
各
町
保
健
師
等

が
連
携
し
、
健
康
維
持
と
将

来
に
お
け
る
医
療
費
の
抑
制

を
目
指
す
も
の
。
当
町
か
ら

は
担
当
保
健
師
が
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
画
し
、
栄
養
士
も

医
師
か
ら
の
指
示
に
よ
り
療

養
指
導
等
に
あ
た
っ
て
い

る
。　

町
民
の
生
活
習
慣
に

関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

に
努
め
る
こ
と
と
、
健
康
増

進
計
画
策
定
に
取
り
組
む
と

あ
る
が
、
内
容
は
。

　

健
康
増

進
計
画
は
、
今
年
度
調
査
事

業
に
着
手
す
る
予
定
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
そ
れ
か
ら
得

ら
れ
た
内
容
分
析
等
、
一
定

の
計
画
づ
く
り
の
準
備
年
と

す
る
予
定
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事

業
に
参
画
し
、
予
算
も
一
定

確
保
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
内
容
の
検
討
は
。

　

ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
は
27
年
の
１
月
か

ら
運
行
予
定
。
費
用
は
負
担

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
連

携
シ
ス
テ
ム
は
25
年
度
で
国

の
補
助
金
が
終
わ
り
、
26
年

度
か
ら
は
各
医
療
機
関
で
自

己
負
担
と
な
る
。
医
療
の
安

定
運
営
を
図
る
た
め
、
経
費

に
対
す
る
行
政
支
援
も
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

「
高
齢
者
住
宅
環
境
に
つ

い
て
」

　

国
で
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
を
制
度
化
し
た
が
、
町

と
し
て
も
参
考
と
す
べ
き
点

が
あ
る
と
思
う
が
。

　

国
土
交
通
省
で

は
、「
長
期
優
良
住
宅
化
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
」
を
、

本
年
度
か
ら
開
始
し
た
。
こ

の
事
業
は
主
に
都
市
部
で
問

題
に
な
っ
て
い
る
、
マ
ン

シ
ョ
ン
等
の
老
朽
化
対
策
な

ど
が
中
心
で
、
戸
建
中
心
の

本
町
で
は
、
事
業
の
採
択
要

件
や
目
的
か
ら
取
り
組
む
べ

き
事
例
は
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
の
費
用
の
一
部
負
担
等
の

検
討
に
つ
い
て
、
せ
た
な
町

や
今
金
町
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
を
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

町
の
考
え
方
は
。　

各
町
も

限
定
的
な
も
の
で
、
道
内
的

に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に

つ
い
て
期
間
を
限
定
し
て
い

る
。
も
う
少
し
研
究
し
、
財

政
状
況
等
も
勘
案
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

「
介
護
保
険
と
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

　

介
護
保
険
の
見
直
し
で
、

要
支
援
者
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
移
行
が
考
え
ら
れ
る
が
町

の
考
え
は
。

　

認
知
症
の
方
々
の
、
地
域

の
見
守
り
活
動
等
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
組
織
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
的
な

強
化
等
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　

介
護
予
防
給
付
の

内
「
訪
問
介
護
」
と
「
通
所

介
護
」
が
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

に
移
行
さ
れ
、
地
域
支
援
事

業
の
中
で
実
施
と
な
る
。
今

後
、地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

認
知
症
対
策
は
「
江
差
町

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
“
チ
ー
ム
江
差
”」
を
立

ち
上
げ
た
。
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
的
な
強
化
は
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
事
業

所
を
廃
止
す
る
が
、
職
員
を

減
員
せ
ず
事
業
の
推
進
強
化

を
図
っ
て
い
く
。

南が丘ふれあいセンターで昨年 11 月に開催された「地域ケア会議研修
会～医療・介護等多職種の連携強化のために～」のようす。高齢者がい
つまでも住み慣れた地域で暮らし続けるために、地域の方と一緒に個別
ケースの検討を行い、地域の中にある課題を発見し政策に結びつけてい
くことがケア会議の目的。この研修会には 64 名が参加した。

町
長

再健
康
推
進
課
長

再
再

健
康
推
進
課
長

町
長

再建
設
水
道
課
長

町
長



議会だより９

3 月定例会　一般質問

大
門 

和
子  

議
員
（
無
会
派
）

「
観
光
振
興
と
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
業
務
委
託
し
検
討
委
員
会
も
設
置
し
た

町
長

　

平
成
25
年
度
の
町
政
執
行

方
針
の
な
か
で
、
観
光
振
興

に
つ
い
て
、
専
門
家
の
知
恵

を
借
り
取
り
組
み
た
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
状
況
は
。

　

商
店
街
の
活
性
を
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
依
頼
し
た
こ
と

は
観
光
と
平
行
し
て
動
い
て

い
く
の
か
。

　
「
中
心
市
街
地
は
、

人
口
減
少
、
観
光
客
の
減
少

な
ど
の
社
会
的
要
因
や
、
郊

外
へ
の
大
型
店
出
店
等
に
よ

り
空
洞
化
が
進
ん
で
お
り
、

市
街
地
活
性
化
の
方
策
を
検

討
し
た
い
」
と
考
え
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
業
務
委
託
し

て
い
る
。
同
時
に
庁
舎
内
の

課
長
で
検
討
委
員
会
を
設
置

し
た
。

　

提
言
さ
れ
る
軸
足
は
、
江

差
へ
の
観
光
客
増
加
を
図
る

た
め
の
観
光
振
興
策
に
か
か

る
提
言
と
し
て
、
こ
の
３
月

末
を
目
処
に
検
討
委
員
会
よ

り
提
出
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

検
討
委
員
会
で
何
か

進
め
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　

検
討

委
員
会
は
４
月
以
降
も
継
続

し
、
提
言
内
容
の
具
現
化
、

事
業
の
選
択
の
作
業
を
し
て

い
き
た
い
。

　

議
会
へ
の
報
告
は
。

　

議
員
に

は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
提
言

書
を
配
布
し
た
い
。

「
江
差
町
の
観
光
施
設

に
つ
い
て
」

　

冬
期
間
閉
鎖
さ
れ
て
い
る

開
陽
丸
、郡
役
所
、中
村
家
に

つ
い
て
、見
直
さ
な
い
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
財
政
最

優
先
で
や
っ
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ

江
差
線
の
廃
止
、
新
幹
線
開

業
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
観
光
需
要
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
共
通

観
覧
券
の
創
設
や
、
開
館
期

間
等
も
含
め
た
、
早
い
時
期

に
関
係
部
署
と
協
議
を
進
め

た
い
。

　

  
観
光
、
企
画
、
総

務
な
ど
庁
舎
内
で
連
携
し
て

や
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

町
が

や
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
施
設
も
含
め
関
連

団
体
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

お
も
て
な
し
等
の
気
持
ち
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
町
も

努
力
し
た
い
。

「
ひ
の
き
荘
に
つ
い
て
」

　

現
在
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　

雄
心
会
と
し
て
、

医
療
と
の
連
携
、
専
門
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
、
入
居
者
の

生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
に

は
、
関
連
医
療
機
関
で
あ

る
「
江
差
脳
神
経
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
や
道
立
病
院
と
の

連
携
が
不
可
欠
と
い
う
こ
と

か
ら
、
柳
崎
地
区
を
中
心
に

適
地
を
探
し
て
い
る
と
の
状

況
で
、
確
定
的
な
話
は
ま
だ

聞
い
て
い
な
い
。

　

職
員
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　

補
助
要
望
の
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
等
も
あ
る
な
か
で
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

民
営
化
に
な
っ
て
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
町

民
の
想
い
が
あ
る
。
町
で
の

ご
た
ご
た
は
先
方
に
も
よ
く

な
い
。
町
長
の
見
解
は
。

　

雄
心
会
は
北

海
道
へ
手
を
挙
げ
る
準
備
を

し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

民
営
化
が
最
終
目
的
で
な

く
、
住
環
境
が
悪
い
ひ
の
き

荘
を
民
営
化
に
よ
っ
て
一
層

効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
展
開

で
き
る
こ
と
が
最
終
目
的
。

そ
れ
が
町
の
利
益
と
合
致
し

て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
第
三
者

委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

　

構
成
町
の
町
長
と
し
て
、

不
正
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は

な
い
か
。
お
金
は
戻
っ
た
か

ら
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
不
信
を
払
し
ょ
く
で
き

な
い
、
解
明
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
は
大
き
な
こ
と
。
町

長
の
考
え
は
。

　

給
食
費
の
不

正
流
用
と
い
う
極
め
て
大
き

な
問
題
が
発
生
し
第
三
者
委

員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
３
月

の
18
日
に
は
７
回
目
の
委
員

会
を
開
催
し
組
合
長
に
答

申
を
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
組
合
か
ら
諮
問
し
た
４

点
、
真
相
解
明
、
損
害
金
の

確
定
、
信
頼
回
復
、
刑
事
告

訴
の
有
無
に
つ
い
て
答
申
が

あ
る
も
の
と
思
う
が
、
９
名

の
委
員
は
真
摯
に
向
き
合

い
、
解
明
す
べ
く
努
力
を
な

さ
っ
て
お
り
、
そ
の
報
告
を

待
ち
た
い
。

　

構
成
町
の
濱
谷
町
長

に
想
い
を
ひ
と
こ
と
お
願
い

し
た
い
。

　

３
町
長
と
十
分
協

議
を
し
な
が
ら
方
向
性
を
決

め
る
べ
き
。
第
三
者
委
員
会

の
答
申
も
ま
だ
聞
い
て
な
い

た
め
、
そ
の
状
況
を
見
て
か

ら
の
判
断
に
さ
せ
て
貰
い
た

い
。
あ
ま
り
軽
々
に
も
の
は

申
せ
な
い
。

「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
年

度
給
食
改
善
策
に
つ
い
て
」

　

新
年
度
、
シ
ス
テ
ム
改
善

な
ど
を
ど
の
よ
う
に
抜
本
的

に
改
革
し
て
い
く
の
か
。

　

新
年
度
か
ら

は
運
営
委
員
会
の
回
数
を
１

回
増
や
す
（
計
３
回
）
こ
と
、

委
員
に
養
護
教
諭
を
加
え
る

こ
と
、
献
立
は
、
献
立
委
員

会
を
発
足
さ
せ
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
に
各
町
か
ら
１
名
ず
つ

保
護
者
の
代
表
を
入
れ
る
こ

と
。
ま
た
、
第
三
者
委
員
会

か
ら
の
提
言
内
容
を
真
摯
に

受
け
止
め
改
善
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

　

事
務
方
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

　

現
在
の
ま
ま

給
食
セ
ン
タ
ー
に
所
長
係
長

を
配
置
し
て
い
く
。
栄
養
士

は
、
２
人
配
置
さ
れ
る
予
定

と
檜
山
教
育
局
か
ら
伺
っ
て

い
る
。

冬季閉鎖されている観光等施設のひとつ
「開陽丸」。現在、煙筒等の補修工事が６月
いっぱい行われている。

町
長

再政
策
推
進
課
長

再
再

再 町
長

政
策
推
進
課
長

追
分
商
工
観
光
課
長

町
長

再

副
町
長

教
育
長

再町
長教

育
長

教
育
長

再
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3 月定例会　一般質問

横
山　

敬
三  

議
員
（
無
会
派
）

「
給
食
費
に
対
す
る
消
費
税
に
つ
い
て
」

　
　

  

全
体
経
費
の
中
で
組
む
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る

　

４
月
か
ら
消
費
税
が
ア
ッ

プ
に
な
り
そ
の
転
嫁
し
た
分

の
年
間
金
額
は
。
増
額
分
の

対
応
は
。

　

小
学
生
で
月

額
３
，
５
０
０
円
、
中
学
生

で
４
，
１
０
０
円
、
い
ず
れ

も
税
込
み
金
額
。
上
昇
分
の

金
額
は
、
26
年
度
の
給
食
費

の
予
算
が
約
６
，
６
０
０
万

円
位
と
な
り
、
３
％
と
す
る

と
、
約
１
８
０
万
円
位
で
お

さ
え
て
い
る
。

　

全
体
の
経
費
の
中
で
そ
の

消
費
税
分
を
組
む
し
か
方
法

は
無
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

仕
入
れ
は
そ
の
分
高

く
な
り
経
費
も
か
か
る
。
そ

の
分
の
差
額
を
ど
う
い
う
ふ

う
に
カ
バ
ー
す
る
か
。
食
材

を
そ
の
分
削
る
と
い
う
こ
と

な
の
か
。
あ
る
い
は
別
の
方

法
か
。

　

３
％
の
値
上

げ
を
し
て
い
な
い
た
め
、
こ

の
６
，
６
８
０
万
円
の
中
に

そ
の
３
％
も
全
部
踏
み
込
ん

だ
中
で
や
る
工
夫
を
し
て
い

く
と
い
う
形
に
な
ろ
う
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

給
食
材
料
費
か
ら

そ
の
分
を
減
ら
す
と
い
う
こ

と
か
、
そ
れ
と
も
各
町
の
分

担
金
を
増
や
す
と
い
う
こ
と

か
。

　

消
費
税
は
転
嫁
で
き
る
状

況
じ
ゃ
な
い
と
簡
単
に
言
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
責
任
者

と
し
て
の
正
し
い
処
理
だ
っ

た
の
か
。

　

３
％
分
を
補

て
ん
す
る
考
え
方
は
な
い
。

６
，
６
８
０
万
円
の
中
で
整

理
す
る
し
か
な
い
。
た
だ
、

８
％
が
10
％
に
近
い
将
来
な

る
こ
と
も
考
え
、
そ
う
い
う

段
階
に
は
献
立
委
員
会
、
運

営
委
員
会
等
を
通
じ
な
が
ら

ど
う
す
る
か
と
い
う
の
は
、

組
合
と
し
て
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

「
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
に
つ
い
て
」

　

予
算
措
置
さ
れ
て
い
な
い

理
由
は
。予
算
要
求
し
た
の
か
。

　

教
育
を
受
け
る
権
利
の
侵

害
に
な
ら
な
い
か
。

　

予
算
要
求
す

る･

し
な
い
と
い
う
以
前

に
町
長
部
局
と
協
議
し
、

２
０
１
８
年
度
あ
る
い
は
そ

の
前
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
こ
う

と
、
教
育
委
員
会
と
し
て
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
元
に
い
る
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
活
用
し
て
お
り
、「
教

育
を
受
け
る
権
利
の
侵
害
」

に
は
繋
が
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

教
育
局
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

利
用
し
て
い
る
か
ら
問
題
な

い
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
。

　

教
育
局

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
派

遣
可
能
な
日
を
提
示
し
て
頂

き
、
学
校
の
要
望
等
を
聞

き
な
が
ら
派
遣
要
請
し
て
い

る
。
派
遣
日
数
が
少
な
い
と

は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配

置
が
な
け
れ
ば
子
ど
も
の
英

語
力
の
進
展
を
阻
害
す
る
の

か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
す
と
ん

と
落
ち
て
こ
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
反
省
も
含
め
、
検
討
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。　

国
際
感
覚
を
身
に

つ
け
る
に
は
日
ご
ろ
の
接
触

等
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

英
語
に
接
す
る
こ
と
は
重
要

と
思
う
が
、
ど
う
し
て
も
や

ら
な
い
の
か
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配

置
が
致
命
的
な
の
か
確
証
を

持
て
な
い
。
も
う
少
し
検
証

し
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し

て
い
く
。

「
運
動
公
園
町
民
野
球
場
の
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
」

　

電
光
掲
示
板
改
修
工
事
に

３
，
０
５
５
万
９
千
円
も
か

け
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
年

間
利
用
日
数
や
維
持
費
、
費

用
対
効
果
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　

補
修
に
係
る

部
品
等
の
調
達
が
限
界
に
き

た
。
改
修
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
の
強
い
意
向
を
町
長
に

伝
え
た
。

　

年
間
利
用
数
は
大
体
９
大

会
、
利
用
者
は
３
千
名
弱
。

維
持
費
は
大
き
く
変
わ
ら
な

い
。
費
用
対
効
果
は
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
事
業
で
は

な
い
。

　

３
，
０
５
０
万
円
も

か
け
て
こ
の
事
業
は
や
る
べ

き
じ
ゃ
な
い
の
で
は
。

　

施
設
規

模
に
合
っ
た
内
容
で
改
修
を

し
、誘
致
を
し
て
い
き
た
い
。

利
用
者
に
満
足
の
い
く
も
の

を
提
供
し
た
い
。

　

借
金
を
し
て
ま
で

や
る
こ
と
な
の
か
。

　

実
質
10
分
の

７
の
補
助
と
同
額
の
地
方
債

を
適
用
さ
せ
る
。

教
育
長

運動公園町民野球場（スコアボード）

横
山
議
員
は
他
に
「
今
後
の

江
差
町
の
人
口
減
少
推
計
に

つ
い
て
」「
濱
谷
町
政
の
総

括
に
つ
い
て
」
を
質
問
し
て

い
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

再
再

教
育
長

教
育
長

再

再副
町
長

再
再副

町
長

教
育
長

再社
会
教
育
課
長

再
再副

町
長

学
校
教
育
課
長
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会　　計　　名 補正額 補正後の額

一 般 会 計 補 正 ９億４，３３４万３千円 ５８億１，７７９万７千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 費 ▲５２万８千円 １０億８，２０３万３千円

介 護 保 険 ５７９万６千円 ９億６，７４４万円

公 共 下 水 道 ５０万円 ２億６，０１２万８千円

水 道 事 業 会 計 ５１２万６千円 ５億６，８７５万８千円

合　　　　計 ９億５，４２３万７千円 ８６億９，６１５万６千円

　定例会では平成 25 年度予算につい
て、右のとおり補正予算を全会一致
で可決しました。
　江差中学校改築整備、農業基盤整
備促進事業（暗渠排水）、行政組合負
担金（消防救急デジタル無線整備）、
町営住宅南が丘第２団地外壁等改修
など、国の補正予算に係るものが補正
額の大半を占めました。事業はほとん
どが翌年度へ繰り越して実施します。

３月補正総額は７億5,848万円第１回定例会 補正予算を可決！

おもな補正事業

江差中学校改築整備
補正額　8億3,720万9千円

（国庫支出金他）
　江差中学校改築整備のうち本体工事分を前倒
しで補正。財源は国庫支出金が２億８,１２０万
２千円、地方債が５億５,５８０万円。

江差中学校完成予定図

農業基盤整備促進事業
（暗渠排水整備）

補正額　4,571万6千円
（道支出金他）

　排水不良となっている水田の暗渠排水整備。
対象予定戸数は 14 戸、整備面積 20.8 ヘクター
ルを予定しています。

檜山広域行政組合負担金
（消防救急デジタル無線整備※）
補正額　3,861万9千円

（地方債他）
　３カ年事業で、25 年度分の前倒し補正。
※消防救急無線は、アナログ通信方式による音
声中心の運用がされてきましたが、電波資源の
有効利用のため多様なデータ通信ができるデジ
タル通信方式の導入が進んでいます。現在のア
ナログ通信方式の無線は、平成 28 年 5 月 31 日
を過ぎると使えなくなります。

町営住宅南が丘第２
団地外壁等改修

補正額　1,827万1千円
（国庫支出金他）

　南が丘第２団地は全 11 棟 47 戸あり、このう
ち今回は３棟 16 戸の外壁及び屋根の板金改修
を行うものです。



　

３
月
28
日
に
第
２
回
臨
時
会
を

開
催
し
、
行
政
報
告
、
補
正
予
算
、

２
件
の
条
例
制
定
が
そ
れ
ぞ
れ
提

案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

◆
「
学
校
給
食
費
不
正
経
理
事
故

に
係
る
事
務
職
員
の
処
分
に
つ
い

て
」

　

事
務
職
員
の
処
分
に
つ
い
て
、

職
員
賞
罰
審
査
委
員
会
に
審
査
を

お
願
い
し
、
報
告
に
基
づ
き
３
月

25
日
処
分
を
決
定
し
直
ち
に
処
分

辞
令
を
交
付
し
た
。
前
給
食
セ

ン
タ
ー
管
理
係
長
を
停
職
１
か

月
、
前
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
を
減

給
10
％
・
５
カ
月
と
し
た
。
前
管

理
係
長
は
直
接
経
理
事
務
担
当
で

あ
り
、
就
任
以
来
５
年
も
の
間
不

正
を
見
過
ご
し
て
き
た
責
任
は
重

大
で
あ
る
と
認
識
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
ま
た
、
前
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
は
３
年
間
に
わ
た
り
管
理
監
督
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緊
急
雇
用
創
出
推
進

            

事
業
等
を
補
正

行
政
報
告

第２回臨時会

と
い
う
責
任
あ
る
立
場
に
あ
り
な

が
ら
そ
の
職
責
を
果
た
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
加
え
て

個
々
の
加
重
性
を
考
慮
し
、
こ
れ

ら
を
深
刻
に
総
括
し
相
応
処
分
で

臨
む
べ
き
と
判
断
し
た
。
な
お
、

現
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
は
減
給

10
％
・
６
カ
月
、
現
管
理
係
長
は

減
給
10
％
・
３
カ
月
の
懲
戒
処
分
、

教
育
長
に
つ
い
て
は
戒
告
処
分
、

調
理
員
４
名
に
つ
い
て
は
懲
戒
免

職
に
処
し
た
旨
、
給
食
組
合
教
育

委
員
会
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

　

今
回
の
不
祥
事
は
、
多
額
の
公

金
が
私
的
に
使
用
さ
れ
た
極
め
て

悪
質
な
事
故
で
あ
り
、
そ
の
不
正

を
７
年
間
も
の
長
期
に
わ
た
っ
て

見
逃
し
て
き
た
行
政
を
担
う
職
員

と
し
て
通
常
あ
り
え
な
い
重
大
な

職
務
怠
慢
と
い
う
非
違
行
為
に
ほ

か
な
い
。
初
期
の
段
階
で
不
正
を

発
見
で
き
て
い
れ
ば
、
結
果
的
に

こ
れ
ほ
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
う

と
き
、
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ

な
い
極
め
て
初
歩
的
で
、
ず
さ
ん

な
事
務
処
理
だ
っ
た
こ
と
に
尽
き

る
。

　

こ
の
不
祥
事
に
よ
っ
て
、
給
食

組
合
並
び
に
江
差
町
が
被
っ
た
信

用
失
墜
は
言
語
を
絶
す
る
も
の
が

あ
る
。
構
成
町
の
児
童
、
生
徒
、

保
護
者
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
議
員

の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
詫
び
を
申

し
上
げ
、
今
後
は
再
発
防
止
、
町

行
政
へ
の
信
頼
回
復
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

◆
平
成
26
年
度
緊
急
雇
用
創
出
推

進
事
業
（
地
域
人
づ
く
り
事
業
）

　
　
　
　

 

１
，
１
４
９
万
２
千
円

（
全
額
道
支
出
金
）

　

次
の
４
事
業
の
雇
用
創
出
事
業

の
補
正
。

・
新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え
た
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成

事
業
（
２
９
２
万
円
）

・
地
場
資
源
活
用
の
た
め
の
マ
ッ

チ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成

事
業
（
２
８
９
万
８
千
円
）

・「
高
設
い
ち
ご
『
す
ず
あ
か

ね
』」
地
域
栽
培
指
導
員
育
成
事

業
（
２
９
４
万
９
千
円
）

・
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
人
材

育
成
事
業
（
２
７
２
万
５
千
円
）

◆
町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
の
減
額

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
５
月

30
日
ま
で
の
２
か
月
間
、
町
長
及

び
副
町
長
の
給
料
月
額
を
10
％
減

額
す
る
内
容
。

◆
教
育
長
の
給
与
の
減
額
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
６
月

31
日
ま
で
の
３
か
月
間
、
教
育
長

の
給
料
月
額
を
10
％
減
額
す
る
内

容
。

条
例
改
正 

３月 28日

一
般
会
計
補
正
予
算

高
設
い
ち
ご
「
す
ず
あ
か
ね
」
の
定
植
作

業
の
よ
う
す
（
鰔
川
）
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第 3 回臨時会
　

４
月
23
日
に
第
３
回
臨
時
会
を

開
催
し
、
条
例
専
決
、
専
決
補
正

等
が
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
３
月
31
日
付
で
専
決

処
分
し
た
税
条
例
等
の
一
部
改

正
。
町
民
税
（
外
国
法
人
に
対
す

Ｊ
Ｒ
江
差
線
フ
ァ
イ
ナ
ル

  

イ
ベ
ン
ト
事
業
等
を
補
正

る
国
際
課
税
の
見
直
し
、
地
方
法

人
課
税
の
地
域
間
の
偏
在
是
正
措

置
、
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業

所
得
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
特

例
延
長
等
）、
固
定
資
産
税
（
公

害
防
止
用
設
備
、
浸
水
防
止
設
備
、

ノ
ン
フ
ロ
ン
製
品
に
係
る
課
税
標

準
の
特
例
措
置
（
わ
が
ま
ち
特
例

の
導
入
）、
新
築
住
宅
に
係
る
固

定
資
産
税
減
額
措
置
の
特
例
延

長
、
耐
震
改
修
を
行
っ
た
既
存
建

築
物
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額

措
置
の
創
設
）、
軽
自
動
車
税
（
自

動
車
取
得
税
が
消
費
税
10
％
時
に

廃
止
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
新

た
な
財
源
確
保
や
自
動
車
に
対
す

る
グ
リ
ー
ン
化
（
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減
に
資
す
る
た
め
の
施
策
を

い
う
）
の
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
、

約
30
年
ぶ
り
に
税
率
が
見
直
さ
れ

た
）
等
の
内
容
。

◆
江
差
港
西
防
波
堤
赤
灯
台
灯
ろ

う
取
替　
　
　
　

 　

57
万
３
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

平
成
26
年
４
月
１
日
付
で
、
江

差
港
西
防
波
堤
赤
灯
台
の
灯
ろ
う

が
老
朽
化
に
よ
り
不
点
灯
が
発
生

し
た
た
め
専
決
処
分
し
た
。

◆
町
有
地
法
面
崩
落
応
急
対
策

23
万
８
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

平
成
26
年
４
月
９
日
付
で
、
４

月
８
日
に
町
有
地
法
面
（
陣
屋
町
）

の
崩
落
が
発
生
し
た
た
め
専
決
処

分
し
た
。

◆
Ｊ
Ｒ
江
差
線
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ

ン
ト
事
業　

 　

１
７
３
万
６
千
円

（
そ
の
他
特
定
財
源
他
）

　

平
成
26
年
５
月
11
日
で
廃
線
を

迎
え
る
江
差
線
の
イ
ベ
ン
ト
に
係

る
経
費
を
補
正
。
お
別
れ
セ
レ
モ

ニ
ー
、
松
寶
丸
山
車
展
示
、
郷
土

芸
能
披
露
等
が
行
わ
れ
る
予
定
。

◆
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

（
海
岸
漂
着
物
対
策
推
進
）

１
０
１
万
１
千
円

（
道
支
出
金
他
）

　

平
成
26
年
度
北
海
道
海
岸
漂
着

物
地
域
対
策
推
進
事
業
（
※
）
の

補
助
要
綱
に
基
づ
く
補
助
事
業
の

実
施
。

・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

・
江
差
港
海
岸
（
か
も
め
島
周
辺
・

海
岸
等
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

・
海
水
浴
場
整
備

（
※
）
北
海
道
が
平
成
25
年
度
に

環
境
省
か
ら
交
付
を
受
け
た
地
域

環
境
保
全
対
策
補
助
金
を
造
成
し

た
「
北
海
道
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
」
を
活
用
し
て
、

海
岸
漂
着
物
の
集
積
が
著
し
い
海

岸
に
お
け
る
良
好
な
景
観
及
び
環

境
の
保
全
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
地
域
等
で
、
海
岸
漂
着

物
の
回
収
・
処
理
や
発
生
抑
制
防

止
等
の
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村

等
に
対
し
て
補
助
を
行
う
。
補
助

率
10
分
の
10
以
内
。

条
例
専
決 

4 月 23日

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
専
決
補
正

（上）江差駅に設置されている観光ビデオとパネル
（下）昨年 4 月に運行された臨時列車「えさし号」



議会だより 14

委員会事務調査情報

１）情報基盤整備について
　情報の整理が必要不可欠。公有財産台帳整
備と財務システムの整備は重要な情報であり、
早急に体制を構築すること。
２）維持管理の体制と新たな施策への対応
　公共施設等総合管理計画の検討及び積極的
な取り組みが必要。
３）現地調査から早期に対応が望まれる事項
①町営住宅（南浜）～ JR 江差線廃止後、南が
丘と南浜を連動させる交通ネットワーク等活
用を図ること。
②町職員住宅（緑丘）、旧 NTT 官舎（豊川）、
旧教職員住宅（尾山・柏）～処分にあたって
は、思い切った施策を検討すること、最小の
経費で最大の効果を、有効活用に向けた着手
や作業は最高のスピード感をもってすること、
収入確保、定住人口確保に最大限の知恵をだ

すこと、について留意が必要。
③文化会館～計画的な整備、長期的には機能
集約も含め図書館の管理体制のあり方も検討
すべき。
④老人福祉センター～多機能活用の余地もあ
り地域の中核施設として検討が必要。
⑤対鴎館～保存を前提に計画的な修繕を行い
長寿命化対策を検討。
⑥繁次郎番屋～長寿命化を検討し、将来的に
は施設の拡充を含め検討すべき。

　平成 25 年第２回定例会で委員会を発足し、６回の
会議と２度の現地視察を実施、調査を終了しました。
委員会としての報告の概要は次のとおりです。

１）児童生徒・学級数の推計について
　必要な要素であることから通学区域ごとの年
齢別人口や転出入の傾向を予測・分析しながら
その把握を早急に進めること。
２）学校施設の速やかな修繕
　町財政所管とスピード感をもって協議対処する
こと。
３）学校図書館の充実
　学校図書基準を満たしていないこと、古い図
書が多く魅力に欠ける。魅力ある学校図書館づ
くりは基礎学力向上に繋がるものと考える。町
の図書館事業との連携も含め一層の充実に取り
かかるべき。
４）パソコン備品の整備と充実
　教員のパソコンは３カ年で整備するとのこと
だが、セキュリティや個人情報保護の観点から、
前倒ししてでも 26 年度中に整備すべき。児童生
徒用のパソコン環境整備も速やかに対応すべき。
５）外国語力（英語）の向上に向けた人材の整備充実
　国の動きや計画と連動しながら体制の整備も
課題となる。外国語指導助手の指導を積極的に
充実させるなど国際化に対応した教育の推進に
努めるべき。

老人福祉センター（南檜山あゆみ共同作業所）の施設状況を確認

江差北中学校で学校の運営や設備状況等を校長、教頭から聞き取
りしました。

３月定例会で総務産業常任委員会では、「林業活性化に関する事務調査」を、社会文教常任委員会では、「文化財の保存・
活用に関する事務調査」を発議しています。

総務産業常任委員会『町有財産管理と有効利用策に関する事務調査』

社会文教常任委員会『学校整備に関する事務調査』

　平成 25 年第３回定例会で委員会を発足し、７回の
会議と１度の現地視察を実施、調査を終了しました。
委員会としての報告の概要は次のとおりです。



議会だより15

全員協議会を開催しました！
　２月３日、21 日、３月 19 日、全員協議会が行われました。
　その内容についてお知らせします。2 月 3 日

・給食費不正経理事故について
　１月 31 日に開催された江差町ほか２町学校給食組合
全員協議会の内容について、小林議員及び若山議員か
ら報告を受けました。
　第２回、第３回の第三者委員会の内容（納入業者、
職員、退職者の聴聞、ホームベーカリー、コーヒーメ
ーカー、炊飯器、保温ジャー等の機材購入が見つかっ
たこと、アレルギー対策で購入したこと等）について
説明があったこと、栄養士のパソコンについて調査中
であること、３月 13 ～ 14 日には発注業者、調理員、
栄養士に第三者委員会が聴聞予定であることなどが議
員から報告されました。
　また、５人の議員から、組合のチェック体制や賞罰
委員会の状況、栄養士と調理員の言い分の違い、いじ
め問題の発言の真意等について、約２時間、質疑が行
われ、教育長がそれらの質問に答えました。

給食組合全員協議会の内容を報告する若山議員

　平成 26 年度江差町各会計予算の概要、一部事務組合（檜山広域行
政組合・南部桧山衛生処理組合、江差町ほか２町学校給食組合）の予
算概要について、議員へ説明がされました。
　冒頭、町長から町長選の年のため、本来骨格予算であるべきところ、
事業が山積し時期的に間に合うように事業配置をした結果、前年比
4.1％増という状況になった旨説明がありました。また、行政組合は消
防救急デジタル無線整備分もあり前年比 138％増、学校給食組合は委
託料の増額により前年比６％増、衛生処理組合はじん芥処理場費の増
により前年比６％増となった説明がありました。

2 月 21 日

・江差町ほか２町学校給食組合
　 不正経理事故第三者委員会の報告について
　冒頭、町長から３月 18 日に第三者委員会の佐々木委員長
から答申があり、栄養士については告訴あるべきという内容
になっていること。同日に行われた給食組合全員協議会での
周知と議員の意見の状況等について報告がありました。
　議員には、第三者委員会の報告書全文及び要約版が配布さ
れ、教育長から内容について説明がありました。
　議員からは、告訴すべきとの答申は評価できるものの、真
相解明が不十分ではないか、新年度以降スピード感をもって
再発防止にあたるべき、報告書を受けての説明会を早急に開
催すべき等の質疑がされました。
※第三者委員会報告の要約版は４月号町広報に折込んでいま
すのでご参照ください。

3 月 19 日

　江差町ほか２町学校給食組合不正経理事
故第三者委員会報告書では、

（１）不正金額の確定
（２）事故内容の真相の究明について
（３）職員の告訴告発の是非について
（４）信頼回復への提言について
が 27 ページにわたって報告されている。
　第三者委員会は佐々木泉顕委員長をはじ
め９名の委員で構成され 11 月から３月ま
で調査を行ってきたもの。

・平成26年度予算案        
　の概要及び一部事務
　組合予算について



道産 間伐材使用

この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています

意 見 書 を 提 出
　３月定例会では、10件の意見書を発議。そのうち９件
の意見書を賛成多数で可決し、同日付で関係行政機関へ
提出しました。
《可決した意見書》
◇ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求め
　る意見書
◇特定秘密保護法の廃止を求める意見書
◇地方自治体の臨時・非常勤職員の待遇改善と雇用安定
　のための法改正に関する意見書
◇労働者保護ルール改悪反対を求める意見書
◇食の安全・安心の確立を求める意見書
◇2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に
　向けた環境整備及び地域における取り組みへの支援を
　求める意見書
◇災害時多目的船の導入を求める意見書
◇微小粒子物質（PN2.5）に係る総合的な対策の推進を
　求める意見書
◇住民の安全・安心を支える「国の出先機関」の拡充を
　求め、「公務の民営化・独立行政法人化・業務委託
　化」に反対する意見書

議 会 の 動 き
1月31日
◆給食組合議会全員協議会
2月3日
◆全員協議会（出席11名、欠席1名）
◆総務産業常任委員会（出席4名、欠席1名）
◆社会文教常任委員会（出席6名）
2月6日
◆総務産業常任委員会（出席4名、欠席1名）
2月7日
◆管内議会議員研修会（乙部町、出席6名、欠
　席6名）
2月10日
◆社会文教常任委員会（出席6名）
2月14日
◆総務産業常任委員会（出席4名、欠席1名）
2月21日
◆全員協議会（出席10名、欠席2名）
◆議会運営委員会（出席5名）
◆総務産業常任委員会（出席4名、欠席1名）
◆社会文教常任委員会（出席6名）
◆広報特別委員会（出席5名）
3月4日
◆議会運営委員会（出席5名）
◆総務産業常任委員会（出席5名）
◆給食組合議会全員協議会
3月11～13日
◆第1回定例会
3月18日
◆給食組合議会全員協議会
3月19日
◆檜山広域行政組合定例議会
◆全員協議会（出席10名、欠席2名）
3月25日
◆江差町ほか2町学校給食組合定例議会
◆南部桧山衛生処理組合定例議会
3月28日
◆議会運営委員会（出席5名）
◆第2回臨時会
4月16日
◆広報特別委員会（出席4名、欠席1名）
4月23日
◆議会運営委員会（出席4名、欠席1名）
◆第3回臨時会
◆総務産業常任委員会（出席4名、欠席1名）
◆社会文教常任委員会（出席6名）
◆広報特別委員会（出席5名）
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審議しました！
　３月定例会では、次の内容を審議、承認、可決しま
した。

・和解及び損害賠償額の決定の専決処分（車両補修和解）
・教育委員会に関する事務の管理・執行状況の点検・
　評価報告
・定住自立圏形成協定の締結
・平成26年度国民健康保険事業会計財政調整基金の処分
・看護職員養成修学資金貸付条例の制定
・技能開発センター設置条例の廃止
・社会教育委員設置条例の一部改正
・指定管理者の指定（追分会館、山車会館、文化会館）
・知内町への電子情報処理組織による戸籍等事務の事
　務委託

第 1回定例会


